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令和８年６月定例会 主な議案について

議案第35号 有田市スポーツ振興基金条例
【制定理由】
スポーツ活動の推進や施設整備などに要する経費の財源を確保するため。

議案第36号 令和 8年度 有田市一般会計補正予算（第 1号）
一般会計補正予算額 2,931万 7千円を増額
＜主な事業＞
1．地域ブランド推進事業 196万 4千円
【目的】市制施行70周年を記念した地域の魅力発信。
2 ．防火啓発推進事業 52万 7千円
【目的】 宝くじの社会貢献広報事業（コミュニティ助成）を活用した防火啓発の推進。
3 ．生涯スポーツ振興事業 1,000万円
【目的】新設予定の「有田市スポーツ振興基金」への積立。

議案番号 件　名 議決年月日 可否
議案第31号 専決処分の承認を求めることについて（有田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 8.6.25 承認
議案第32号 専決処分の承認を求めることについて（有田市税条例の一部を改正する条例） 〃 承認
議案第33号 有田市監査委員条例等の一部を改正する条例 〃 可決
議案第34号 有田市印鑑条例の一部を改正する条例 〃 可決
議案第35号 有田市スポーツ振興基金条例 〃 可決
議案第36号 令和8年度有田市一般会計補正予算（第1号） 〃 可決
議案第37号 令和8年度有田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 〃 可決
議案第38号 工事請負契約について 〃 可決
議案第39号 教育委員会の委員の任命について 〃 同意
議案第40~53号 農業委員会の委員の任命について 〃 同意
議案第54号 初島財産区管理委員の選任について 〃 同意
報 第 2 号 令和7年度有田市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 8.6.5 報告
報 第 3 号 令和7年度有田市上水道事業会計予算繰越計算書の報告について 〃 報告
報 第 4 号 令和7年度有田市立病院事業会計予算繰越計算書の報告について 〃 報告
報 第 5 号 専決処分の報告について（市有地の譲渡について） 〃 報告
報 第 6 号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 〃 報告
-------- 議員派遣の件について 8.6.25 可決

6 月定例会
「　議案審議結果表　」

02ありだ市議会だより No.94有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています

「　一 般 質 問　」
一般質問通告一覧表（令和8年 6月16日・17日） ９９

名名
がが
独
自
視
点

独
自
視
点
でで
質
問
質
問・・提
言
！

提
言
！

順
位

氏名
【会派名】 発言の要旨

1 花　野　仁　志
【有志会】

１．部活動の地域展開について
　 （１）部活動の地域移行の進捗状況
　　①指導者の確保
　　②財源の負担
　　③事故、体罰への対応
　 （２）部活動遠征の移動について

2 一 ノ 瀬 敦 子
【仁政会】

１．保育給食における食育の推進
　 （１） 取組状況並びにオーガニック食材の活用と食育の充実

について
２．終活支援と人生会議（ACP）の推進
　 （１） エンディングノートの活用と人生会議（ACP）の取組

について

3 福　永　広　次
【友和クラブ】

１．市立病院の東棟の再利用と跡地について
　 （１）市長のお考えを伺う
２．有田市立病院の加齢黄斑変性症の治療について
　 （１） 硝子体内注射治療の令和7年度からの実績について

4 中 西 登 志 明
【政有会】

１．地域の活性化について
　 （１）各駅を活用した地域活性
　 （２）有田みかん海道を活用した地域活性
２．災害ボランティアについて
　 （１）災害ボランティアセンターの立上げ

5 𦚰　村　隆　生
【未来共創】

１．雨水タンクについて
　 （１）公平性について
　 （２）効果の測り方
　 （３）運用について

6 川　島　　　強
【有志会】

１．子どもの視力について
　 （１） 新聞に「子どもの視力を守るには」という記事について
　 （２）視力低下・近視の原因について

7 岡　田　行　弘
【公明党】

１．本市の自主財源確保に向けた取り組みについて
　 （１）ネーミングライツ（施設命名権）の導入と推進
　 （２）ふるさと応援寄附金のさらなる戦略的展開
２．公共施設における災害時の安全確保について
　 （１）エレベーター内における非常時の閉じ込め対策
　 （２）防災対応型チェア（キャビネット）の導入

8 嶋　田　　　英
【未来共創】

１．定住促進とまちづくりについて
　 （１）公共施設再編に伴う跡地活用について
　 （２）新市立病院整備を見据えた市有地活用ついて
　 （３）Marry You施策の現状と今後の方向性について

9 成　川　　　満
【政有会】

１．道路の整備について
　 （１）国道42号有田海南道路
　 （２）都市計画道路
　 （３）箕島・かもめ通りの通行規制 動画をご覧になれます動画をご覧になれます
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部
活
動
の
地
域
展
開

質
（
１
）部
活
動
の
地
域
展
開
の
進
捗
状
況

① 

指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て

② 

財
源
の
負
担
に
つ
い
て

③ 

事
故
、
体
罰
へ
の
対
応
に
つ
い
て

以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
① 

地
域
の
方
々
に
も
指
導
者
と
し
て
ご

登
録
い
た
だ
き
、
活
動
を
展
開
し
た
と

こ
ろ
。

② 

受
益
者
負
担
と
公
費
負
担
の
最
適
な
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

③ 

国
お
よ
び
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、

有
田
市
に
お
け
る
地
域
展
開
の
方
針
を
策
定

中
。再 

質
遠
征
費
な
ど
負
担
軽
減
は
切
実
。

大
変
む
ず
か
し
い
問
題
で
も
あ
る

が
、
値
段
の
低
さ
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
安

全
面
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
を

重
視
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

答
何
よ
り
も
ま
ず
は
生
徒
の
安
全
が
第
一

と
考
え
て
い
ま
す
。

部
活
動
遠
征
の
移
動
に
つ
い
て

質
部
活
動
の
移
動
手
段
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
策
定
し
て
い
る
の
か
。
当
市

の
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
策
定
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
と
も
、
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
現
場
の
実
態
に
即
し
た
安

全
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

再 

質
「
校
外
活
動
中
の
事
故
対
応
」
も

大
切
と
思
う
が
、
事
故
に
つ
な
が

ら
な
い
た
め
の
最
大
限
の
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
を
お
願
い
し
た
い
。

答
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
も
視
野
に
入
れ
、

柔
軟
か
つ
速
や
か
に
対
応
を
講
じ
て
い

く
。

　
　
　
　

子
供
た
ち
は
未
来
を
に
な
う
宝
で

す
。

命
を
守
る
た
め
に
、
事
故
に
つ
な
が
ら
な
い

た
め
事
前
の
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

を
最
大
限
お
願
い
し
た
い
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要　

望

保
育
給
食
に
お
け
る
食
育
の
推
進

質
現
在
の
保
育
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消

や
食
育
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
。

答
地
産
地
消
を
推
進
し
、
地
域
食
材
を
活

用
し
た
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
野

菜
栽
培
・
収
穫
体
験
を
通
じ
、
食
の
プ
ロ
セ

ス
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
豊

か
な
感
性
と
心
を
育
む
食
育
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

質
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
や
有
機
農
産
物
を

使
用
し
、
導
入
が
大
変
難
し
い
と
判
断

し
て
い
る
主
な
理
由
は
？

答
供
給
体
制
の
確
立
、
調
達
コ
ス
ト
の
増

加
、
調
理
現
場
の
負
荷
増
と
い
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三
つ

の
課
題
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あ
り
、
全
て
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解
決
し
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安
定
的

に
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供
す
る
こ
と
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め
て
困
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と
判
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し

て
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ま
す
。

　
　
　
　

保
育
所
の
一
部
を
モ
デ
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園
と
し

て
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有
機
米
や
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農
薬
米
、
導
入
し
や
す
い

野
菜
な
ど
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し
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「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・

デ
ィ
」
や
「
環
境
に
や
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給
食
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日
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施
し
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来
的
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標
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計
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ま
す
。

終
活
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援
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Ａ
Ｃ
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進

質
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ど
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え
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民
へ
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知
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啓
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よ
う
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取
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組
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い
る
の
か
。

答
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分
の
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確
認

し
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周
囲
の
方
と
共
有
す
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こ
と
と
考
え
、
終

活
に
関
す
る
講
演
会
や
「
も
し
も
り
ぃ
ふ
」

の
配
布
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
周
知
・

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
「
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ふ
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希
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先
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切
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の
思
い
な
ど
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取
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組
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。

多
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の
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花
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【有志会】

一
いち
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瀬
せ
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子
こ

【仁政会】

04ありだ市議会だより No.94政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています
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再
利
用
と
跡
地
に
つ
い
て

質
市
立
病
院
の
、
東
棟
の
再
利
用
と
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て
、
市
長
の
お
考
え
を

伺
い
た
い
。

答
他
の
公
共
施
設
に
改
修
す
る
場
合
に
は
、

現
在
の
建
築
基
準
法
等
に
、
適
合
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
適
切
な
時
期
に
解
体

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
民
間
活
力
を
活
用
し
、
市
の
財
政
負
担

を
最
小
限
に
し
た
、
活
用
を
行
う
こ
と
も
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
解
体
し
、

更
地
に
し
て
、
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う

な
民
間
の
活
力
を
活
か
し
た
施
策
を
と
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
箕
島
保

育
所
は
す
で
に
、
閉
所
で
宮
崎
町
保
育
所
も
、

令
和
８
年
度
末
で
閉
所
も
決
ま
り
、
古
江
見

保
育
所
も
古
く
、
こ
の
跡
地
に
こ
ど
も
園
の

建
設
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

有
田
市
立
病
院
の
加
齢
黄
斑
変
性
症
の

 

治
療
に
つ
い
て

質
有
田
市
立
病
院
の
加
齢
黄
斑
変
性
症
の

硝
子
体
内
注
射
治
療
の
、
実
績
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

答
治
療
に
つ
い
て
は
遠
方
ま
で
、
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
患
者
・
家
族
と
も
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
お
り
、
早
期
に
市
立
病

院
で
実
施
で
き
る
よ
う
、
令
和
５
年
３
月
と

９
月
に
福
永
議
員
か
ら
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、

市
立
病
院
と
し
て
も
、
治
療
を
実
施
す
る
た

め
、
県
立
医
大
の
協
力
を
得
て
、
令
和
７
年

７
月
か
ら
、
硝
子
体
内
注
射
治
療
を
開
始
し

ま
し
た
。
治
療
実
績
に
つ
い
て
、
令
和
７
年

度
合
計
件
数
は
24
件
で
令
和
８
年
度
に
お
い

て
は
、
４
月
は
２
件
、
５
月
は
５
件
で
す
。

　
　
　
　

患
者
や
家
族
の
皆
様
が
大
変
喜
ん

で
い
ま
す
。
県
立
医
大
の
岡
田
教
授
や
関
係

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
と
め

ま
と
め

各
駅
を
活
用
し
た
地
域
活
性

質
箕
島
・
初
島
・
紀
伊
宮
原
の
各
駅
で
、環
境

整
備
や
情
報
発
信
、跡
地
活
用
等
、Ｊ
Ｒ

西
日
本
と
地
域
住
民
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
。

答
各
駅
で
、
展
示
整
備
や
跡
地
活
用
、
周

辺
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本

や
地
域
と
協
議
を
進
め
、
魅
力
向
上
と
環
境

改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

再 

質
各
駅
で
人
の
常
駐
体
制
の
検
討
等
、

駅
を
地
域
資
源
と
す
る
た
め
、
箕

島
駅
で
の
『
お
も
て
な
し
セ
ン
タ
ー
設
置
』、

駅
名
変
更
、
外
観
演
出
、
紀
伊
宮
原
駅
で
の

常
駐
拠
点
整
備
、
初
島
駅
跡
地
の
郵
便
局
移

設
案
に
つ
い
て
。

答
活
用
方
針
と
し
て
、
展
示
整
備
や
案
内

機
能
の
強
化
、
跡
地
活
用
の
協
議
を
進

め
駅
名
変
更
や
常
駐
体
制
は
費
用
等
、
検
討

し
慎
重
に
対
応
し
て
行
き
ま
す
。

有
田
み
か
ん
海
道
を
活
用
し
た

 

地
域
活
性

質
有
田
み
か
ん
海
道
周
辺
の
発
展
を
踏
ま

え
、
矢
櫃
・
女
ノ
浦
地
区
の
環
境
整
備

と
観
光
拠
点
機
能
の
強
化
に
向
け
た
市
の
今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

答
受
入
環
境
の
新
規
整
備
は
費
用
面
か
ら

慎
重
だ
が
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
生
か
す

た
め
に
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
賑
わ

い
を
広
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

 

立
上
げ
に
つ
い
て

質
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
上
げ

に
つ
い
て
。

答
設
置
場
所
・
判
断
基
準
・
資
機
材
・
経

費
負
担
・
平
時
連
携
の
５
点
を
９
月
末

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
と
で
ま
と
め
、
セ

ン
タ
ー
設
置
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　

地
域
の
活
性
化
・
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
取
組
は
、
こ
の
町
の
価
値
を
高

め
る
こ
と
、
日
々
の
工
夫
と
小
さ
な
改
善
の

積
み
重
ね
が
重
要
。

要　

望

福
ふく

永
なが

広
ひろ

次
つぐ

【友和クラブ】

中
なか

西
にし

登
と

志
し

明
あき
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部
活
動
の
地
域
展
開

質
（
１
）部
活
動
の
地
域
展
開
の
進
捗
状
況

① 

指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て

② 

財
源
の
負
担
に
つ
い
て

③ 

事
故
、
体
罰
へ
の
対
応
に
つ
い
て

以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
そ
の
後
の
進
捗
状

況
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
① 

地
域
の
方
々
に
も
指
導
者
と
し
て
ご

登
録
い
た
だ
き
、
活
動
を
展
開
し
た
と

こ
ろ
。

② 

受
益
者
負
担
と
公
費
負
担
の
最
適
な
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

③ 

国
お
よ
び
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、

有
田
市
に
お
け
る
地
域
展
開
の
方
針
を
策
定

中
。再 

質
遠
征
費
な
ど
負
担
軽
減
は
切
実
。

大
変
む
ず
か
し
い
問
題
で
も
あ
る

が
、
値
段
の
低
さ
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
安

全
面
が
担
保
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
を

重
視
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

答
何
よ
り
も
ま
ず
は
生
徒
の
安
全
が
第
一

と
考
え
て
い
ま
す
。

部
活
動
遠
征
の
移
動
に
つ
い
て

質
部
活
動
の
移
動
手
段
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
策
定
し
て
い
る
の
か
。
当
市

の
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
策
定
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
と
も
、
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
現
場
の
実
態
に
即
し
た
安

全
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

再 

質
「
校
外
活
動
中
の
事
故
対
応
」
も

大
切
と
思
う
が
、
事
故
に
つ
な
が

ら
な
い
た
め
の
最
大
限
の
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
を
お
願
い
し
た
い
。

答
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
も
視
野
に
入
れ
、

柔
軟
か
つ
速
や
か
に
対
応
を
講
じ
て
い

く
。

　
　
　
　

子
供
た
ち
は
未
来
を
に
な
う
宝
で

す
。

命
を
守
る
た
め
に
、
事
故
に
つ
な
が
ら
な
い

た
め
事
前
の
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

を
最
大
限
お
願
い
し
た
い
。

要　

望

保
育
給
食
に
お
け
る
食
育
の
推
進

質
現
在
の
保
育
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消

や
食
育
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
。

答
地
産
地
消
を
推
進
し
、
地
域
食
材
を
活

用
し
た
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
野

菜
栽
培
・
収
穫
体
験
を
通
じ
、
食
の
プ
ロ
セ

ス
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
豊

か
な
感
性
と
心
を
育
む
食
育
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

質
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
や
有
機
農
産
物
を

使
用
し
、
導
入
が
大
変
難
し
い
と
判
断

し
て
い
る
主
な
理
由
は
？

答
供
給
体
制
の
確
立
、
調
達
コ
ス
ト
の
増

加
、
調
理
現
場
の
負
荷
増
と
い
う
三
つ

の
課
題
が
あ
り
、
全
て
を
解
決
し
て
安
定
的

に
提
供
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
判
断
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

保
育
所
の
一
部
を
モ
デ
ル
園
と
し

て
、
有
機
米
や
減
農
薬
米
、
導
入
し
や
す
い

野
菜
な
ど
を
活
用
し
た
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・

デ
ィ
」
や
「
環
境
に
や
さ
し
い
給
食
の
日
」

を
試
験
的
に
実
施
し
、
将
来
的
な
目
標
や
計

画
策
定
を
提
言
し
ま
す
。

終
活
支
援
と

 

人
生
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）の
推
進

質
終
活
や
人
生
会
議
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

市
民
へ
の
周
知
・
啓
発
を
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
終
活
や
人
生
会
議
と
は
、
人
生
の
最
終

段
階
に
備
え
、
自
分
の
意
思
を
再
確
認

し
、
周
囲
の
方
と
共
有
す
る
こ
と
と
考
え
、
終

活
に
関
す
る
講
演
会
や
「
も
し
も
り
ぃ
ふ
」

の
配
布
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
周
知
・

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
「
も
し
も
り
ぃ
ふ
」
は
、
医
療
や

介
護
の
希
望
、
緊
急
連
絡
先
、
大
切
な
人
へ

の
思
い
な
ど
を
記
録
で
き
る
取
り
組
み
で
す
。

多
く
の
市
民
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

人
生
会
議
の
考
え
方
と
あ
わ
せ
て
周
知
・
啓

発
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

提　

言

提　

言

花
はな

野
の

仁
ひと

志
し
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市
立
病
院
の
東
棟
の

 

再
利
用
と
跡
地
に
つ
い
て

質
市
立
病
院
の
、
東
棟
の
再
利
用
と
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て
、
市
長
の
お
考
え
を

伺
い
た
い
。

答
他
の
公
共
施
設
に
改
修
す
る
場
合
に
は
、

現
在
の
建
築
基
準
法
等
に
、
適
合
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
適
切
な
時
期
に
解
体

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
民
間
活
力
を
活
用
し
、
市
の
財
政
負
担

を
最
小
限
に
し
た
、
活
用
を
行
う
こ
と
も
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
解
体
し
、

更
地
に
し
て
、
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う

な
民
間
の
活
力
を
活
か
し
た
施
策
を
と
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
箕
島
保

育
所
は
す
で
に
、
閉
所
で
宮
崎
町
保
育
所
も
、

令
和
８
年
度
末
で
閉
所
も
決
ま
り
、
古
江
見

保
育
所
も
古
く
、
こ
の
跡
地
に
こ
ど
も
園
の

建
設
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

有
田
市
立
病
院
の
加
齢
黄
斑
変
性
症
の

 

治
療
に
つ
い
て

質
有
田
市
立
病
院
の
加
齢
黄
斑
変
性
症
の

硝
子
体
内
注
射
治
療
の
、
実
績
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

答
治
療
に
つ
い
て
は
遠
方
ま
で
、
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
患
者
・
家
族
と
も
大

き
な
負
担
に
な
っ
て
お
り
、
早
期
に
市
立
病

院
で
実
施
で
き
る
よ
う
、
令
和
５
年
３
月
と

９
月
に
福
永
議
員
か
ら
ご
提
言
を
い
た
だ
き
、

市
立
病
院
と
し
て
も
、
治
療
を
実
施
す
る
た

め
、
県
立
医
大
の
協
力
を
得
て
、
令
和
７
年

７
月
か
ら
、
硝
子
体
内
注
射
治
療
を
開
始
し

ま
し
た
。
治
療
実
績
に
つ
い
て
、
令
和
７
年

度
合
計
件
数
は
24
件
で
令
和
８
年
度
に
お
い

て
は
、
４
月
は
２
件
、
５
月
は
５
件
で
す
。

　
　
　
　

患
者
や
家
族
の
皆
様
が
大
変
喜
ん

で
い
ま
す
。
県
立
医
大
の
岡
田
教
授
や
関
係

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
と
め

ま
と
め

各
駅
を
活
用
し
た
地
域
活
性

質
箕
島
・
初
島
・
紀
伊
宮
原
の
各
駅
で
、環
境

整
備
や
情
報
発
信
、跡
地
活
用
等
、Ｊ
Ｒ

西
日
本
と
地
域
住
民
の
話
し
合
い
に
つ
い
て
。

答
各
駅
で
、
展
示
整
備
や
跡
地
活
用
、
周

辺
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本

や
地
域
と
協
議
を
進
め
、
魅
力
向
上
と
環
境

改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

再 

質
各
駅
で
人
の
常
駐
体
制
の
検
討
等
、

駅
を
地
域
資
源
と
す
る
た
め
、
箕

島
駅
で
の
『
お
も
て
な
し
セ
ン
タ
ー
設
置
』、

駅
名
変
更
、
外
観
演
出
、
紀
伊
宮
原
駅
で
の

常
駐
拠
点
整
備
、
初
島
駅
跡
地
の
郵
便
局
移

設
案
に
つ
い
て
。

答
活
用
方
針
と
し
て
、
展
示
整
備
や
案
内

機
能
の
強
化
、
跡
地
活
用
の
協
議
を
進

め
駅
名
変
更
や
常
駐
体
制
は
費
用
等
、
検
討

し
慎
重
に
対
応
し
て
行
き
ま
す
。

有
田
み
か
ん
海
道
を
活
用
し
た

 

地
域
活
性

質
有
田
み
か
ん
海
道
周
辺
の
発
展
を
踏
ま

え
、
矢
櫃
・
女
ノ
浦
地
区
の
環
境
整
備

と
観
光
拠
点
機
能
の
強
化
に
向
け
た
市
の
今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

答
受
入
環
境
の
新
規
整
備
は
費
用
面
か
ら

慎
重
だ
が
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
生
か
す

た
め
に
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
賑
わ

い
を
広
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

 

立
上
げ
に
つ
い
て

質
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
上
げ

に
つ
い
て
。

答
設
置
場
所
・
判
断
基
準
・
資
機
材
・
経

費
負
担
・
平
時
連
携
の
５
点
を
９
月
末

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
と
で
ま
と
め
、
セ

ン
タ
ー
設
置
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　

地
域
の
活
性
化
・
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
取
組
は
、
こ
の
町
の
価
値
を
高

め
る
こ
と
、
日
々
の
工
夫
と
小
さ
な
改
善
の

積
み
重
ね
が
重
要
。

要　

望

福
ふく

永
なが

広
ひろ

次
つぐ

【友和クラブ】

中
なか

西
にし

登
と

志
し

明
あき

【政有会】

【やるやんみのしまストリート2026の様子】

ありだ市議会だより No.9405 政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています



雨
水
タ
ン
ク
設
置

 

補
助
金
事
業
に
つ
い
て

質
現
在
の
制
度
設
計
の
矛
盾
に
つ
い
て
質

問
を
行
っ
た
。
雨
水
タ
ン
ク
の
性
質
上
、

設
置
が
分
散
す
る
と
排
水
路
へ
の
流
出
抑
制

効
果
が
得
ら
れ
な
い
。
少
な
い
予
算
に
も
か

か
わ
ら
ず
全
域
を
対
象
に
補
助
金
を
出
す
こ

と
は
、
効
果
を
得
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
を
伴
う
。

一
方
で
説
明
会
を
一
部
地
域
に
絞
る
こ
と
は

公
平
性
を
欠
く
。
こ
の
「
実
利
」
と
「
公
平

性
」
が
潰
し
合
う
現
状
を
危
惧
し
、
浸
水
リ

ス
ク
の
高
い
地
域
へ
の
重
点
評
価
や
モ
デ
ル

地
域
を
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
尋
ね
た
。

答
市
内
全
体
へ
の
広
報
に
よ
り
公
平
性
は

保
た
れ
て
い
る
と
し
つ
つ
、
設
置
の
分

散
に
よ
る
効
果
検
証
の
難
し
さ
は
認
め
た
。

対
策
と
し
て
過
去
に
被
害
の
あ
っ
た
高
山
川

流
域
へ
重
点
的
な
啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
言

明
。
数
値
に
よ
る
効
果
判
定
は
難
し
い
も
の

の
、
豪
雨
初
期
の
流
量
を
抑
え
る
ピ
ー
ク
カ

ッ
ト
効
果
や
設
置
者
へ
の
体
感
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
重
視
し
、
前
日
の
水
抜
き
案
内
等
を
行
い

な
が
ら
、
現
行
制
度
の
ま
ま
普
及
に
努
め
る

方
針
を
示
し
た
。

　
　
　
　

本
事
業
を
安
価
で
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
対
策
と
し
て
評
価
し
、
ハ
ー
ド
整
備
と

の
併
用
に
期
待
を
寄
せ
た
。
そ
の
上
で
、
予

算
が
限
ら
れ
る
中
で
の
重
点
地
域
の
設
定
や
、

数
値
化
が
難
し
い
効
果
検
証
を
補
う
た
め
に

も
、
市
民
の
満
足
度
や
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
た
上
で
次
年
度
の
事
業
拡
大
に

繋
げ
る
よ
う
要
望
し
た
。

提　

言

子
ど
も
の
視
力
に
つ
い
て

質
「
子
ど
も
の
視
力
を
守
る
に
は
」
と
い

う
新
聞
記
事
で
、
文
部
科
学
省
が
公
表

し
た
視
力
１
・
０
未
満
の
調
査
結
果
か
ら
、
子

ど
も
の
視
力
低
下
や
近
視
の
進
行
が
10
年
前

と
比
べ
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
有

田
市
の
小
中
学
生
の
視
力
検
査
結
果
と
全
国

と
の
比
較
は
ど
の
程
度
か
。

答
児
童
生
徒
の
視
力
の
低
下
は
全
国
的
な

傾
向
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
。
令
和
８
年
４
月
に

実
施
し
た
視
力
検
査
の
結
果
、
視
力
１
・
０
未

満
の
児
童
生
徒
の
割
合
は
、
小
学
生

３
６
・
４
１
％
、
中
学
生
５
１
・
８
７
％
。
全

国
と
の
比
較
は
、
小
学
生
は
０
・
３
４
ポ
イ
ン

ト
上
回
り
、
中
学
生
は
７
・
４
８
ポ
イ
ン
ト
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
。

質
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
の
利
用
時
間
は
、
１

日
あ
た
り
何
時
間
か
。
ま
た
、
視
力
低

下
に
係
る
教
育
委
員
会
や
学
校
で
の
対
策
は
。

答
授
業
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使

用
時
間
は
学
習
形
態
に
よ
り
異
な
る
た

め
、
時
間
の
管
理
や
集
計
は
行
っ
て
い
な
い
。

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
お
よ
び
保
護

者
に
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
配
布
、
各
校
で
は
「
保
健
だ
よ
り
」

な
ど
を
活
用
し
、
各
家
庭
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
際
の
約

束
事
や
、
長
時
間
使
用
し
た
際
に
見
ら
れ
る

健
康
上
の
影
響
に
つ
い
て
具
体
的
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

大
手
メ
ガ
ネ
チ
ェ
ー
ン
店
に
よ
る

出
前
授
業
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う

い
っ
た
啓
発
活
動
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。

ま
と
め

川
かわ

島
しま

　強
つよし

【有志会】

𦚰
わき

村
むら

隆
たか

生
お

【未来共創】

06ありだ市議会だより No.94政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています

防
災
対
応
型
チ
ェ
ア
の
導
入

質
日
常
に
も
緊
急
時
に
も
役
立
つ
「
防
災

対
応
型
チ
ェ
ア
」
を
、
早
急
に
本
市
の

公
共
施
設
へ
設
置
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

答
非
常
時
に
は
勿
論
の
こ
と
平
常
時
に
も

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
比
較
的
高
層
階

で
、
高
齢
者
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
、
妊
婦

の
方
な
ど
が
日
常
的
に
利
用
さ
れ
る
施
設
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
設
置
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

 

さ
ら
な
る
戦
略
的
展
開

質
令
和
７
年
度
は
寄
附
額
が
約
34
億
円
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

本
市
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
か
。

答
今
年
度
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
用
業

務
を
事
業
者
と
委
託
契
約
し
て
お
り
、

寄
附
額
向
上
に
向
け
て
、
業
務
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

本
市
、
主
力
の
み
か
ん
を
最
重
点
返
礼
品
に

も
注
力
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
及
び
新
規
獲
得
に

向
け
た
取
り
組
み
、
写
真
画
像
の
刷
新
等
を

実
施
し
、
新
た
な
事
業
者
や
返
礼
品
も
開
拓

し
な
が
ら
、
寄
附
者
に
選
ば
れ
る
情
報
発
信

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設
命
名
権
）

 

の
導
入
と
推
進

　
　
　
　

本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
や
公
共

施
設
の
維
持
管
理
、
そ
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
刻
も

早
い
新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
が
、
急
務
で

あ
る
。
本
市
に
眠
る
多
様
な
資
産
の
可
能
性

を
、
部
局
横
断
で
今
一
度
徹
底
的
に
洗
い
出

し
、
有
田
市
独
自
の
民
間
活
力
導
入
モ
デ
ル

を
構
築
す
る
こ
と
。

提　

言

公
共
施
設
再
編
に
伴
う

 

跡
地
活
用
に
つ
い
て

質
宮
原
保
育
所
・
公
民
館
跡
地
は
、
民
間

活
用
も
含
め
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
若
者
定
住
に
つ
な
が
る
活
用
を
含
め
、

令
和
９
年
度
に
方
向
性
を
示
す
。

新
市
立
病
院
整
備
を
見
据
え
た

 

市
有
地
活
用
に
つ
い
て

質
新
市
立
病
院
南
側
の
市
有
地
に
つ
い
て
、

病
院
・
体
育
館
利
用
者
や
地
域
住
民
の

利
便
性
向
上
に
向
け
、
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

答
新
た
な
人
流
が
見
込
ま
れ
、
地
域
の
利

便
性
向
上
や
活
性
化
が
期
待
で
き
る
土

地
。
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
も
含
め
検
討
し
、

令
和
８
年
11
月
末
の
現
場
事
務
所
撤
去
予
定

の
た
め
、
早
期
に

具
体
策
を
示
す
。

　
　
　
　

撤
去
後

に
考
え
る
の
で
は

な
く
、
開
院
ま
で

に
条
件
整
理
と
地

元
説
明
を
進
め
る

べ
き
。

Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｙ
ｏ
ｕ
施
策
の
現
状
と

 

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

質
生
後
０
〜
６
か
月
の
一
時
預
か
り
に
つ

い
て
、
保
育
所
で
の
対
応
が
難
し
い
中
、

民
間
活
用
や
費
用
面
の
支
援
も
含
め
、
ど
う

支
え
て
い
く
の
か
。

答
支
援
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
助

産
院
な
ど
民
間
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、

利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
必
要
な
方

へ
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
　
　

費
用
面
で
利
用
し
に
く
い
と
い
う

声
も
あ
る
。
保
護
者
や
民
間
事
業
者
の
声
を

聞
き
、
本
当
に
必
要
な
支
援
に
届
く
仕
組
み

を
検
討
す
べ
き
。

質
Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｙ
ｏ
ｕ
施
策
の
利
用
者

に
転
出
も
あ
る
中
、
制
度
が
本
当
に
定

住
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
ど
う
検
証
し
、

人
口
減
少
対
策
に
活
か
す
の
か
。

答
多
く
の
利
用
者
は
制
度
を
満
足
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
施
策
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
定
住
促
進
を
進

め
る
。

提　

言

提　

言

岡
おか

田
だ

行
ゆき

弘
ひろ

【公明党】

嶋
しま

田
だ

　英
あきら

【未来共創】

寄附金額（円）
有田市

R3年度 48億9178万1018

R4年度 49億0937万9551

R5年度 42億8519万3200

R6年度 42億2556万5250

R7年度 33億5202万1400

ありだ市議会だより No.9407 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています



雨
水
タ
ン
ク
設
置

 

補
助
金
事
業
に
つ
い
て

質
現
在
の
制
度
設
計
の
矛
盾
に
つ
い
て
質

問
を
行
っ
た
。
雨
水
タ
ン
ク
の
性
質
上
、

設
置
が
分
散
す
る
と
排
水
路
へ
の
流
出
抑
制

効
果
が
得
ら
れ
な
い
。
少
な
い
予
算
に
も
か

か
わ
ら
ず
全
域
を
対
象
に
補
助
金
を
出
す
こ

と
は
、
効
果
を
得
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
を
伴
う
。

一
方
で
説
明
会
を
一
部
地
域
に
絞
る
こ
と
は

公
平
性
を
欠
く
。
こ
の
「
実
利
」
と
「
公
平

性
」
が
潰
し
合
う
現
状
を
危
惧
し
、
浸
水
リ

ス
ク
の
高
い
地
域
へ
の
重
点
評
価
や
モ
デ
ル

地
域
を
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
尋
ね
た
。

答
市
内
全
体
へ
の
広
報
に
よ
り
公
平
性
は

保
た
れ
て
い
る
と
し
つ
つ
、
設
置
の
分

散
に
よ
る
効
果
検
証
の
難
し
さ
は
認
め
た
。

対
策
と
し
て
過
去
に
被
害
の
あ
っ
た
高
山
川

流
域
へ
重
点
的
な
啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
言

明
。
数
値
に
よ
る
効
果
判
定
は
難
し
い
も
の

の
、
豪
雨
初
期
の
流
量
を
抑
え
る
ピ
ー
ク
カ

ッ
ト
効
果
や
設
置
者
へ
の
体
感
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
重
視
し
、
前
日
の
水
抜
き
案
内
等
を
行
い

な
が
ら
、
現
行
制
度
の
ま
ま
普
及
に
努
め
る

方
針
を
示
し
た
。

　
　
　
　

本
事
業
を
安
価
で
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
対
策
と
し
て
評
価
し
、
ハ
ー
ド
整
備
と

の
併
用
に
期
待
を
寄
せ
た
。
そ
の
上
で
、
予

算
が
限
ら
れ
る
中
で
の
重
点
地
域
の
設
定
や
、

数
値
化
が
難
し
い
効
果
検
証
を
補
う
た
め
に

も
、
市
民
の
満
足
度
や
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
た
上
で
次
年
度
の
事
業
拡
大
に

繋
げ
る
よ
う
要
望
し
た
。

提　

言

子
ど
も
の
視
力
に
つ
い
て

質
「
子
ど
も
の
視
力
を
守
る
に
は
」
と
い

う
新
聞
記
事
で
、
文
部
科
学
省
が
公
表

し
た
視
力
１
・
０
未
満
の
調
査
結
果
か
ら
、
子

ど
も
の
視
力
低
下
や
近
視
の
進
行
が
10
年
前

と
比
べ
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
有

田
市
の
小
中
学
生
の
視
力
検
査
結
果
と
全
国

と
の
比
較
は
ど
の
程
度
か
。

答
児
童
生
徒
の
視
力
の
低
下
は
全
国
的
な

傾
向
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
。
令
和
８
年
４
月
に

実
施
し
た
視
力
検
査
の
結
果
、
視
力
１
・
０
未

満
の
児
童
生
徒
の
割
合
は
、
小
学
生

３
６
・
４
１
％
、
中
学
生
５
１
・
８
７
％
。
全

国
と
の
比
較
は
、
小
学
生
は
０
・
３
４
ポ
イ
ン

ト
上
回
り
、
中
学
生
は
７
・
４
８
ポ
イ
ン
ト
下

回
る
結
果
と
な
っ
た
。

質
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
の
利
用
時
間
は
、
１

日
あ
た
り
何
時
間
か
。
ま
た
、
視
力
低

下
に
係
る
教
育
委
員
会
や
学
校
で
の
対
策
は
。

答
授
業
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使

用
時
間
は
学
習
形
態
に
よ
り
異
な
る
た

め
、
時
間
の
管
理
や
集
計
は
行
っ
て
い
な
い
。

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
お
よ
び
保
護

者
に
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
配
布
、
各
校
で
は
「
保
健
だ
よ
り
」

な
ど
を
活
用
し
、
各
家
庭
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
際
の
約

束
事
や
、
長
時
間
使
用
し
た
際
に
見
ら
れ
る

健
康
上
の
影
響
に
つ
い
て
具
体
的
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

大
手
メ
ガ
ネ
チ
ェ
ー
ン
店
に
よ
る

出
前
授
業
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う

い
っ
た
啓
発
活
動
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。

ま
と
め

川
かわ

島
しま

　強
つよし

【有志会】

𦚰
わき

村
むら

隆
たか

生
お

【未来共創】

06ありだ市議会だより No.94政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています

防
災
対
応
型
チ
ェ
ア
の
導
入

質
日
常
に
も
緊
急
時
に
も
役
立
つ
「
防
災

対
応
型
チ
ェ
ア
」
を
、
早
急
に
本
市
の

公
共
施
設
へ
設
置
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

答
非
常
時
に
は
勿
論
の
こ
と
平
常
時
に
も

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
比
較
的
高
層
階

で
、
高
齢
者
の
方
や
障
害
の
あ
る
方
、
妊
婦

の
方
な
ど
が
日
常
的
に
利
用
さ
れ
る
施
設
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は
設
置
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

 

さ
ら
な
る
戦
略
的
展
開

質
令
和
７
年
度
は
寄
附
額
が
約
34
億
円
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

本
市
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
針
か
。

答
今
年
度
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
用
業

務
を
事
業
者
と
委
託
契
約
し
て
お
り
、

寄
附
額
向
上
に
向
け
て
、
業
務
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

本
市
、
主
力
の
み
か
ん
を
最
重
点
返
礼
品
に

も
注
力
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
及
び
新
規
獲
得
に

向
け
た
取
り
組
み
、
写
真
画
像
の
刷
新
等
を

実
施
し
、
新
た
な
事
業
者
や
返
礼
品
も
開
拓

し
な
が
ら
、
寄
附
者
に
選
ば
れ
る
情
報
発
信

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
施
設
命
名
権
）

 

の
導
入
と
推
進

　
　
　
　

本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
や
公
共

施
設
の
維
持
管
理
、
そ
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
刻
も

早
い
新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
が
、
急
務
で

あ
る
。
本
市
に
眠
る
多
様
な
資
産
の
可
能
性

を
、
部
局
横
断
で
今
一
度
徹
底
的
に
洗
い
出

し
、
有
田
市
独
自
の
民
間
活
力
導
入
モ
デ
ル

を
構
築
す
る
こ
と
。

提　

言

公
共
施
設
再
編
に
伴
う

 

跡
地
活
用
に
つ
い
て

質
宮
原
保
育
所
・
公
民
館
跡
地
は
、
民
間

活
用
も
含
め
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
若
者
定
住
に
つ
な
が
る
活
用
を
含
め
、

令
和
９
年
度
に
方
向
性
を
示
す
。

新
市
立
病
院
整
備
を
見
据
え
た

 

市
有
地
活
用
に
つ
い
て

質
新
市
立
病
院
南
側
の
市
有
地
に
つ
い
て
、

病
院
・
体
育
館
利
用
者
や
地
域
住
民
の

利
便
性
向
上
に
向
け
、
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

答
新
た
な
人
流
が
見
込
ま
れ
、
地
域
の
利

便
性
向
上
や
活
性
化
が
期
待
で
き
る
土

地
。
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
も
含
め
検
討
し
、

令
和
８
年
11
月
末
の
現
場
事
務
所
撤
去
予
定

の
た
め
、
早
期
に

具
体
策
を
示
す
。

　
　
　
　

撤
去
後

に
考
え
る
の
で
は

な
く
、
開
院
ま
で

に
条
件
整
理
と
地

元
説
明
を
進
め
る

べ
き
。

Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｙ
ｏ
ｕ
施
策
の
現
状
と

 

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

質
生
後
０
〜
６
か
月
の
一
時
預
か
り
に
つ

い
て
、
保
育
所
で
の
対
応
が
難
し
い
中
、

民
間
活
用
や
費
用
面
の
支
援
も
含
め
、
ど
う

支
え
て
い
く
の
か
。

答
支
援
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
助

産
院
な
ど
民
間
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、

利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
必
要
な
方

へ
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
　
　

費
用
面
で
利
用
し
に
く
い
と
い
う

声
も
あ
る
。
保
護
者
や
民
間
事
業
者
の
声
を

聞
き
、
本
当
に
必
要
な
支
援
に
届
く
仕
組
み

を
検
討
す
べ
き
。

質
Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｙ
ｏ
ｕ
施
策
の
利
用
者

に
転
出
も
あ
る
中
、
制
度
が
本
当
に
定

住
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
ど
う
検
証
し
、

人
口
減
少
対
策
に
活
か
す
の
か
。

答
多
く
の
利
用
者
は
制
度
を
満
足
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
施
策
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
し
な
が
ら
、
総
合
的
に
定
住
促
進
を
進

め
る
。

提　

言

提　

言

岡
おか

田
だ

行
ゆき

弘
ひろ

【公明党】

嶋
しま

田
だ

　英
あきら

【未来共創】

寄附金額（円）
有田市

R3年度 48億9178万1018

R4年度 49億0937万9551

R5年度 42億8519万3200

R6年度 42億2556万5250

R7年度 33億5202万1400

ありだ市議会だより No.9407 政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています



道
路
の
整
備
に
つ
い
て

質
現
在
の
有
田
海
南
道
路
の
進
捗
状
況
、

完
成
見
込
、
総
事
業
費
の
見
込
額
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
ま
ず
進
捗
状
況
で
す
が
、
有
田
市
域
で

は
、
有
田
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
１
号
ト

ン
ネ
ル
へ
続
く
２
号
橋
に
つ
い
て
、
橋
台
１

基
、
橋
脚
２
基
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

有
田
川
側
か
ら
の
４
径
間
の
上
部
工
事
が
令

和
８
年
８
月
か
ら
現
地
着
手
の
予
定
で
す
。

令
和
６
年
２
月
鰈
川
地
区
か
ら
掘
削
中
の
１

号
ト
ン
ネ
ル
は
、
全
長
１
，
５
４
６
ｍ
の
内
、

令
和
８
年
５
月
末
で
１
，
３
６
０
ｍ
を
掘
削

済
み
で
す
。

続
き
ま
し
て
、
総
事
業
費
の
見
込
額
で
す
が
、

現
在
約
７
８
４
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
情
勢
で
の
、
人
件
費
・
建
設
資
材
等

の
高
騰
な
ど
が
あ
り
、
現
在
ま
で
約
５
７
９

億
円
を
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
。

完
成
見
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
表
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

質
国
道
４
８
０
号
通
称
箕
島
か
も
め
通
り

の
一
部
で
、
現
在
、
片
側
通
行
規
制
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
通
行
規
制
に
至
る
経
過
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
令
和
７
年
２
月
１
日
か
ら
片
側
交
互
通

行
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
の
調
査
に

よ
り
、
護
岸
の
洗
掘
が
確
認
さ
れ
、
洗
掘
部

分
に
袋
詰
め
玉
石
の
設
置
す
る
応
急
対
策
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
８
年
４
月
に
本
工
事
の
業
者
が
決
定
し
、

令
和
８
年
６
月
よ
り
現
場
作
業
に
着
手
し
て

お
り
、
11
月
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

成
なり

川
かわ

　満
みつる

【政有会】

有田市議会 YouTubeチャンネル
有田市議会をもっと身近に。YouTube で本会議を配信
しています！
有田市議会では、市民のみなさまに議会活動をより分か
りやすくお届けするため、YouTube で本会議の様子を
配信しています。
市政の課題、議員の質疑、まちづくりの議論など、普段
なかなか見る機会のない議会の様子を、ぜひご自宅やス
マートフォンからご覧ください。

有田市議会 検索

08ありだ市議会だより No.94政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています

5 月 18 日・19日に文教厚生経済委員会の行政視察を行いました。5月 18日・19日に文教厚生経済委員会の行政視察を行いました。

佐賀県多久市
多久市では、社会福祉協議会が運営する生活自立支援センターを中心に、生活困窮者への相談
支援や就労支援を実施している。また、「くらしのお助け連絡帳」を全戸配布し、相談窓口や
生活支援サービスを分かりやすく周知していた。さらに、住民主体の生活支援や送迎支援など、
地域全体で高齢者を支える仕組みづくりが進められていた。
提　言
今後は、相談窓口や支援制度の周知強化に加え、地域住民や関係機関が連携した見守り・支援
体制をさらに充実させ、誰もが安心して暮らせる地域づくりを推進していく必要があると考え
ます。

福岡県高取保育園
高取保育園では、開園当初から玄米和食を中心とした完全給食を実践し、無農薬・低農薬野菜
や無添加調味料を使用した食育に力を入れていた。また、味噌づくりや稲づくりなどの体験活
動を通じて、食や自然への感謝の心を育む保育が行われていた。さらに、食器洗いや雑巾掛け
などを日常保育に取り入れ、生活習慣の定着や自主性の育成にも取り組んでいた。
提　言
有田市においても、地元産食材の活用や農業・調理体験の充実を図り、食育を生活習慣の形成
や自主性の育成につなげる取り組みを推進するよう提言いたします。

福岡県宗像市
宗像市では、学校部活動を段階的に地域クラブ活動へ移行する取り組みを進めており、令和 5
年 9月から休日の部活動を地域へ移行、令和 6年 9月からは平日の休養日についても地域移行
を開始している。さらに、令和 9年 8月までの完全移行を目標として計画的に取り組みを進めていた。
地域クラブでは、民間事業者や地域指導者、教員OBなどが指導に携わり、教員も兼業・兼職制度を活用して参加
できる仕組みが整備されている。また、モデルクラブを立ち上げながら実践を重ね、課題の検証と改善を進めてい
た。一方で、活動費（参加費）の負担、活動場所への移動手段、平日の指導者確保などが大きな課題として挙げら
れていた。
提　言
有田市においても地域移行の取り組みが進められていますが、指導者の確保、送迎体制の整備、保護者の費用負担
などの課題への対応が不可欠です。今後は地域・学校・行政が連携し、有田市の実情に合った持続可能な地域クラ
ブ活動の仕組みづくりを進めるとともに、必要な人的・財政的支援を充実させることを強く求めます。

文
教
厚
生
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
経
済
委
員
会

行政視察行政視察

ありだ市議会だより No.9409 選挙終了後禁止される挨拶行為は、戸別訪問したり、当選祝賀会その他の集会、パレードを開催すること



道
路
の
整
備
に
つ
い
て

質
現
在
の
有
田
海
南
道
路
の
進
捗
状
況
、

完
成
見
込
、
総
事
業
費
の
見
込
額
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
ま
ず
進
捗
状
況
で
す
が
、
有
田
市
域
で

は
、
有
田
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
か
ら
１
号
ト

ン
ネ
ル
へ
続
く
２
号
橋
に
つ
い
て
、
橋
台
１

基
、
橋
脚
２
基
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

有
田
川
側
か
ら
の
４
径
間
の
上
部
工
事
が
令

和
８
年
８
月
か
ら
現
地
着
手
の
予
定
で
す
。

令
和
６
年
２
月
鰈
川
地
区
か
ら
掘
削
中
の
１

号
ト
ン
ネ
ル
は
、
全
長
１
，
５
４
６
ｍ
の
内
、

令
和
８
年
５
月
末
で
１
，
３
６
０
ｍ
を
掘
削

済
み
で
す
。

続
き
ま
し
て
、
総
事
業
費
の
見
込
額
で
す
が
、

現
在
約
７
８
４
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
情
勢
で
の
、
人
件
費
・
建
設
資
材
等

の
高
騰
な
ど
が
あ
り
、
現
在
ま
で
約
５
７
９

億
円
を
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
。

完
成
見
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
表
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

質
国
道
４
８
０
号
通
称
箕
島
か
も
め
通
り

の
一
部
で
、
現
在
、
片
側
通
行
規
制
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
通
行
規
制
に
至
る
経
過
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
令
和
７
年
２
月
１
日
か
ら
片
側
交
互
通

行
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
の
調
査
に

よ
り
、
護
岸
の
洗
掘
が
確
認
さ
れ
、
洗
掘
部

分
に
袋
詰
め
玉
石
の
設
置
す
る
応
急
対
策
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
８
年
４
月
に
本
工
事
の
業
者
が
決
定
し
、

令
和
８
年
６
月
よ
り
現
場
作
業
に
着
手
し
て

お
り
、
11
月
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

成
なり

川
かわ

　満
みつる

【政有会】

有田市議会 YouTubeチャンネル
有田市議会をもっと身近に。YouTube で本会議を配信
しています！
有田市議会では、市民のみなさまに議会活動をより分か
りやすくお届けするため、YouTube で本会議の様子を
配信しています。
市政の課題、議員の質疑、まちづくりの議論など、普段
なかなか見る機会のない議会の様子を、ぜひご自宅やス
マートフォンからご覧ください。

有田市議会 検索

08ありだ市議会だより No.94政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています

5 月 18 日・19日に文教厚生経済委員会の行政視察を行いました。5月 18日・19日に文教厚生経済委員会の行政視察を行いました。

佐賀県多久市
多久市では、社会福祉協議会が運営する生活自立支援センターを中心に、生活困窮者への相談
支援や就労支援を実施している。また、「くらしのお助け連絡帳」を全戸配布し、相談窓口や
生活支援サービスを分かりやすく周知していた。さらに、住民主体の生活支援や送迎支援など、
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福岡県高取保育園
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動を通じて、食や自然への感謝の心を育む保育が行われていた。さらに、食器洗いや雑巾掛け
などを日常保育に取り入れ、生活習慣の定着や自主性の育成にも取り組んでいた。
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れていた。
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農業委員会・農地利用最適化推進委員との
意見交換会を開催

令和 8年 4月 10 日、有田市議会総務建設委員会は、農業委員および農地利用最適化推進委員の皆様をお迎えし、
有田市の農業が直面する課題や今後の発展に向けた意見交換会を開催しました。

1．激甚化する異常気象への対応

近年、温暖化による開花の早まりや秋口の着色遅れ、日焼け果、カメムシなど病害虫の大発生など、栽培面へ
の影響が深刻化しているとの意見がありました。また、3年前の線状降水帯のような大雨に備えることが必要
であるとの認識を深めました。

2．物価高騰と農業経営

原油価格の高騰や物価上昇にともない、肥料・農薬、燃料、ビニールなどの各種資材価格が大幅に値上がりし、
農家経営を直撃しており、生産コストが大きく跳ね上がっている一方で、そのコストをミカンの販売価格にそ
のまま転嫁することは極めて難しいという厳しい現状が語られ、市による継続的な実態把握と実効性のある支
援を求める意見が交わされました。

10ありだ市議会だより No.94見舞いの答礼のためにする信書は差し支えありません。 

3．世界農業遺産「石積み階段園」の継承とPR

2025 年 8 月に認定された伝統の石積み技術について、大雨で石積みが崩落した際の修復を担う熟練者が減少
している課題が浮き彫りになりました。技術継承のための「石積み保存会」のような組織づくりや、研修会の
必要性が提案されたほか、ロゴマークの活用、看板による産地 PRなどの意見が交わされました。

4．スマート農業への期待

作業省力化に向け、市の独自補助金を活用したドローンによる農薬散布が広がっており、約 40％の経費節減が
見込まれることや酷暑の作業労力の軽減につながるとの意見がありました。

5．有田みかん農家の現状と課題、及び新規就農・人手不足解消に向けて

高齢化と後継者問題として農家の平均年齢は 68歳。後継者の割合は令和元年の 19%から令和 5年度には 27%
へと上昇傾向にあります。移住者やUターン等の若者が地域に根づく事例も増えていることもわかりました。
そういった若者が新規就農しており、農業用倉庫の確保が大切であるとの意見がありました。
しかしながら、農家にとっては、依然として繁忙期の労働力不足が大きな課題となっているなかで、課題の解
決策として、働きやすいフリータイム制の導入や、障害者の方と連携する「農福連携」などを取り入れていく
ことにより、人手不足と賃金向上を両立するモデル化の意見が交わされました。
また、女性や季節労働者が働きやすい環境づくりのため、防災トイレの活用や、トイレの設置なども提案され
ました。

結びに

今回の意見交換会では、450 年以上続く
有田みかんの歴史を守りながら、時代に
即した変革に挑む現場の生の声が多数寄
せられました。市議会としては、これら
の課題やアイデアを真摯に受け止め、行
政と連携しながら有田市の基幹産業であ
るみかん農業の発展を全力でサポートし
てまいります。

これからの有田市の
 農業の発展に向けて

ありだ市議会だより No.9411 選挙終了後禁止される挨拶行為は、当選御礼の葉書や看板を頒布、掲示すること。ただし、自筆の信書、祝辞・



農業委員会・農地利用最適化推進委員との
意見交換会を開催

令和 8年 4月 10 日、有田市議会総務建設委員会は、農業委員および農地利用最適化推進委員の皆様をお迎えし、
有田市の農業が直面する課題や今後の発展に向けた意見交換会を開催しました。

1．激甚化する異常気象への対応

近年、温暖化による開花の早まりや秋口の着色遅れ、日焼け果、カメムシなど病害虫の大発生など、栽培面へ
の影響が深刻化しているとの意見がありました。また、3年前の線状降水帯のような大雨に備えることが必要
であるとの認識を深めました。

2．物価高騰と農業経営

原油価格の高騰や物価上昇にともない、肥料・農薬、燃料、ビニールなどの各種資材価格が大幅に値上がりし、
農家経営を直撃しており、生産コストが大きく跳ね上がっている一方で、そのコストをミカンの販売価格にそ
のまま転嫁することは極めて難しいという厳しい現状が語られ、市による継続的な実態把握と実効性のある支
援を求める意見が交わされました。

10ありだ市議会だより No.94見舞いの答礼のためにする信書は差し支えありません。 

3．世界農業遺産「石積み階段園」の継承とPR

2025 年 8 月に認定された伝統の石積み技術について、大雨で石積みが崩落した際の修復を担う熟練者が減少
している課題が浮き彫りになりました。技術継承のための「石積み保存会」のような組織づくりや、研修会の
必要性が提案されたほか、ロゴマークの活用、看板による産地 PRなどの意見が交わされました。

4．スマート農業への期待

作業省力化に向け、市の独自補助金を活用したドローンによる農薬散布が広がっており、約 40％の経費節減が
見込まれることや酷暑の作業労力の軽減につながるとの意見がありました。

5．有田みかん農家の現状と課題、及び新規就農・人手不足解消に向けて

高齢化と後継者問題として農家の平均年齢は 68歳。後継者の割合は令和元年の 19%から令和 5年度には 27%
へと上昇傾向にあります。移住者やUターン等の若者が地域に根づく事例も増えていることもわかりました。
そういった若者が新規就農しており、農業用倉庫の確保が大切であるとの意見がありました。
しかしながら、農家にとっては、依然として繁忙期の労働力不足が大きな課題となっているなかで、課題の解
決策として、働きやすいフリータイム制の導入や、障害者の方と連携する「農福連携」などを取り入れていく
ことにより、人手不足と賃金向上を両立するモデル化の意見が交わされました。
また、女性や季節労働者が働きやすい環境づくりのため、防災トイレの活用や、トイレの設置なども提案され
ました。

結びに

今回の意見交換会では、450 年以上続く
有田みかんの歴史を守りながら、時代に
即した変革に挑む現場の生の声が多数寄
せられました。市議会としては、これら
の課題やアイデアを真摯に受け止め、行
政と連携しながら有田市の基幹産業であ
るみかん農業の発展を全力でサポートし
てまいります。

これからの有田市の
 農業の発展に向けて

ありだ市議会だより No.9411 選挙終了後禁止される挨拶行為は、当選御礼の葉書や看板を頒布、掲示すること。ただし、自筆の信書、祝辞・



2
0
2
6
・
８
・
１　

発
行

発
行
／
有
田
市
議
会 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
３
７
・
８
３
・
２
４
４
３

編
集
／
議
会
だ
よ
り
広
報
編
集
委
員
会 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
３
７
・
８
３
・
５
５
２
４

〒
６
４
９
・
０
３
９
２　

和
歌
山
県
有
田
市
箕
島
五
〇

NumberNumber

9494

次回の定例会は９月に開会予定です。
皆様の議会傍聴をお待ちしております！
詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。（☎83－2443）

    ご意見・ご質問：E-mail　gikai@city.arida.lg.jp

議会だより広報編集委員会
委員長：嶋田　英　副委員長：武田豊治
委　員：岡田行弘・一ノ瀬敦子・川島　強・𦚰村隆生

歴史ある更生館道場紹
　
介

更生館道場は、地域の子どもたちが柔道を通じて礼
儀・体力・協調性を身につけることを目的として活動
しています。基礎から丁寧に指導し、初心者でも安心
して参加できる環境を整えています。

有田市の少年野球クラブ紹
　
介

各チームでは、野球の技術向上はもちろん、
仲間と協力する姿勢や礼儀を大切にしながら、
明るく前向きに練習へ取り組んでいます。
有田市の少年野球クラブは、子どもたちがス
ポーツを通じて心身ともに成長できる、地域に
根ざした大切な活動として、これからも元気いっ
ぱいに続いていきます。

糸我・宮原連合チーム糸我・宮原連合チーム箕島少年野球クラブ箕島少年野球クラブ

保田少年野球クラブ保田少年野球クラブ


